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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年7月2日(2015.7.2)

【公表番号】特表2014-519971(P2014-519971A)
【公表日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-511443(P2014-511443)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  39/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  61/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  29/11     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  29/07     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  27/00     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/724    (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   39/16     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   61/18     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   39/16     　　　Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   29/10     ５１０Ａ
   Ｂ０１Ｄ   29/10     ５１０Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   29/10     ５１０Ｇ
   Ｂ０１Ｄ   29/10     ５３０Ａ
   Ｂ０１Ｄ   29/06     ５１０Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   27/00     　　　　
   Ｄ０４Ｈ    1/724    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月13日(2015.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー繊維を含む少なくとも１つの不織シートを含む液体濾過媒体であって、前記不
織シートが、少なくとも１０ｍｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３．０
のフィルター屈曲係数を有する、液体濾過媒体。
【請求項２】
　ポリマー繊維を含む少なくとも１つの不織シートを含む液体濾過媒体を含む、液体から
粒子を濾過するためのフィルターシステムであって、前記不織シートが少なくとも１０ｍ
ｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３．０のフィルター屈曲係数を有する
、フィルターシステム。
【請求項３】
　ノルマルペンタンとシクロペンタンとの混合物からなる紡糸剤中のポリエチレン１２～
２４重量％の溶液を約２０５℃～２２０℃の紡糸温度にてフラッシュ紡糸して、プレキシ
フィラメント状繊維ストランドを形成し、前記プレキシフィラメント状繊維ストランドを
未結合ウェブへと収集する工程と、
　約５ｃｍ～約３０ｃｍ離して位置付けられた約１２４℃～約１５４℃の温度の加熱延伸
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ロールロール間で縦方向に前記未結合ウェブを一軸延伸し、約３％～２５％延伸して延伸
ウェブを形成する工程と、
　約１２４℃～約１５４℃の温度の加熱結合ロール間の延伸ウェブを結合して、少なくと
も１０ｍｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３．０のフィルター屈曲係数
を有する不織シートを形成する工程と、
を含む、液体濾過媒体を製造する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本発明の不織シートにより、スパンボンド／メルトブローシート、スパンボンド／メル
トブロー／スパンボンドシート、メルトブローナノ繊維シートおよびカレンダー加工メル
トブローシートなどの先行技術の液体濾過媒体と比較して、水流量とフィルター屈曲係数
の組み合わせの向上が実証される。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕ポリマー繊維を含む少なくとも１つの不織シートを含む液体濾過媒体であって、前
記不織シートが、少なくとも１０ｍｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３
．０のフィルター屈曲係数を有する、液体濾過媒体。
〔２〕前記ポリマー繊維が、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリアミド、ポリアラミド
、ポリスルホン、ポリイミド、フッ素化ポリマーおよびその組み合わせからなる群から選
択されるポリマーから製造される、前記〔１〕に記載の液体濾過媒体。
〔３〕前記ポリマー繊維が、非円形断面を有する、前記〔１〕に記載の液体濾過媒体。
〔４〕前記ポリマー繊維が、プレキシフィラメント状繊維ストランドである、前記〔１〕
に記載の液体濾過媒体。
〔５〕前記不織シートが、縦方向に一軸延伸された不織シートである、前記〔１〕に記載
の液体濾過媒体。
〔６〕前記不織シートが、粒径０．５マイクロメートルにて少なくとも５０％の濾過効率
定格および少なくとも２．９分／ｇ／ｍ2の不織シートの基本重量に対して正規化された
耐用寿命を有する、前記〔１〕に記載の液体濾過媒体。
〔７〕ポリマー繊維を含む少なくとも１つの不織シートを含む液体濾過媒体を含む、液体
から粒子を濾過するためのフィルターシステムであって、前記不織シートが少なくとも１
０ｍｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３．０のフィルター屈曲係数を有
する、フィルターシステム。
〔８〕前記ポリマー繊維が、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリアミド、ポリアラミド
、ポリスルホン、ポリイミド、フッ素化ポリマーおよびその組み合わせからなる群から選
択されるポリマーから製造される、前記〔７〕に記載のフィルターシステム。
〔９〕前記ポリマー繊維が、非円形断面を有する、前記〔７〕に記載のフィルターシステ
ム。
〔１０〕前記ポリマー繊維が、プレキシフィラメント状繊維ストランドである、前記〔７
〕に記載のフィルターシステム。
〔１１〕前記不織シートが、縦方向に一軸延伸された不織シートである、前記〔７〕に記
載のフィルターシステム。
〔１２〕前記不織シートが、粒径０．５マイクロメートルにて少なくとも５０％の濾過効
率定格および少なくとも２．９分／ｇ／ｍ2の不織シートの基本重量に対して正規化され
た耐用寿命を有する、前記〔７〕に記載のフィルターシステム。
〔１３〕不織シートに隣接し、向き合って位置し、かつ前記不織シートの上流に位置する
プレフィルター層、不織シートに隣接し、向き合って位置し、かつ前記不織シートの下流
に位置する精密濾過膜、およびその組み合わせからなる群から選択される、少なくとも１
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つの更なる液体濾過媒体をさらに含む、前記〔７〕に記載のフィルターシステム。
〔１４〕自動圧力フィルター、カートリッジ、フィルターバッグ、プリーツフィルターバ
ッグおよびフィルターソックスからなる群から選択される、前記〔７〕に記載のフィルタ
ーシステム。
〔１５〕ノルマルペンタンとシクロペンタンとの混合物からなる紡糸剤中のポリエチレン
１２～２４重量％の溶液を約２０５℃～２２０℃の紡糸温度にてフラッシュ紡糸して、プ
レキシフィラメント状繊維ストランドを形成し、前記プレキシフィラメント状繊維ストラ
ンドを未結合ウェブへと収集する工程と、
　約５ｃｍ～約３０ｃｍ離して位置付けられた約１２４℃～約１５４℃の温度の加熱延伸
ロールロール間で縦方向に前記未結合ウェブを一軸延伸し、約３％～２５％延伸して延伸
ウェブを形成する工程と、
　約１２４℃～約１５４℃の温度の加熱結合ロール間の延伸ウェブを結合して、少なくと
も１０ｍｌ／分／ｃｍ2／ＫＰａの水流量および少なくとも３．０のフィルター屈曲係数
を有する不織シートを形成する工程と、
を含む、液体濾過媒体を製造する方法。
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